ききみみ広場の語り by 藤, かおる et al.
ききみみ広場の語り
 
藤
 
かおる
 
   
日本昔話の一つに「ききみみずきん」話があります。広く知られてい
る民話で、こんな頭巾があったらいいな、と思ったものです。
 
 
ききみみ＝人の話を聞く耳。昔語りを語るとき「さるむかし、ありし
かなかりしかしらねども、 あったとしてきかねばならぬぞよ」 （鹿児島県）と、語り手は、聞き手に念を押したと伝え れています。
 
 
よいききみみは、あったることとしてきけよ、と、いうのですね。
 
 
千葉大学文学部・荻原眞子教授より、大学の構内で〝コトバ 伝承と
して、民話の語りを聴く場〟を作りたいとのお話を頂いて、一も二もなく賛同、参加させて頂いたのでした。
 
 
大学を地域の人々に開放、共にコトバの語りに ききみみをそばだて
る試みです。
 
 
私は、民話は「コトバの文化」と考えて、今日まで各地の民話採訪を
重ねて参りました。
 
 
コトバは、日常の生活表現 原点でありましょう。
 
 
各地を歩いて（採訪） 、数々 語り手にお会いしてきましたが、深 心
にのこり、 忘れ得ず、 遺された御家族といまだに交流を続けております。
 
 
房総の海女の民話を語り聞かせていただいた平野かん媼 七五才ま
で海女漁を続けておら たのでした。
 
 
昔話「くらげほねなし」 るとき、かん媼は、まさ 海の沖合いに、
竜宮城があるが如く語るのでした。
 
「海っちゃ美しいよ。海の中にも、春だの、夏だの、秋だの、冬だって
あるだァね。
 
 
冬は、草（海草）だって枯れるっからね。春にゃあ、花咲いてさ、秋
にゃ、実もなるだあよ。海も、陸（おか）と同じだっぺ。アハハハ」
 
 
かん媼は、竜宮城で乙姫と逢い、魚たちとコトバを交わしていたのに
違いないと、今にして想うのです。
 
 
かん媼が、海の民話を語るとき、きまって前説を述べるのです。
 
 
土地のくらし 女のくらし、戦争の話、かん媼の生まれ育った千葉
県の白浜町は、 太平洋戦争中に、 アメリカ 軍軍艦の一斉砲撃をうけて、大きな被害を受けたのでした。その光景を、現実にあるがように実感こめたコトバで語るのでした。
 
「もう、死ぬかと思ってさ、覚悟した」と。
 
 
自らの生き様を赤裸々に語ることから、海の話へと移る語り手であり
ました。
 
 
かん媼の語りの一つ、 「おおさねのぬし」は、少女の海女が タブーの
沖根へと泳ぎ、サメのぬしと友情を交わす伝承で 。絵本として上梓させて頂いたのでした。
 
 
房総の山里の語り手、奈良輪 ね媼は、病弱 夫を助けて 農作業も、
村の寄合仕事も、一手に引き受けて働く、農に生きた女性
 
 
赤ん坊を大鷲にさらわれた村の若い母親くら 鳥に化身 て今も山
なみを羽ばたいて吾が子を捜 求める話。小鳥前生譚は自らの農婦ての生き様と重ねて語るのでした。
 
 
絵本『くらっこ』として上梓させて頂いたが、読み語りを聴いた小学
生からの感想文は、 「くら、だいじょうぶだよ、くらの赤ちゃん、 っと元気でいるから」と、鳥になったくらを励 てくれるのです。
 
 
一人で、約二百話の民話を語っておられた市原市 遠山ます媼は、頓
智話の名手でした。 「荷車の歌」で著名な女流作家・山代巴氏は、著書『民
話を生む人々』の中で、密造酒の話を書いております。広島県の比婆の女たちの語り話として現代民話「酒は竹」を書かれたのでした。
 
 
密造酒を摘発に村へ来た税務官吏を、耳が遠くて、酒を竹と聞き違え
た振りをして官吏を追い帰す話 す。
 
 
遠山ます媼は、この「酒と竹」の話
と、密造酒摘発から村人を守る話
を十数話も語るのです。
 
 
幼い子ども達に語り聞かせる「ことばあそび」の語り、 「玉子と炭とザ
ルと味噌」は、代名詞や物の形を比喩して語りま
 
 
玉子と炭とザルと味噌がそろって、風呂屋へ行く。
 
 
四人そろって、風呂に入る。玉子 ゆであがらぬうちに、あがるとす
っぺ。味噌も、とけないうちに、あがるとすっぺ 、玉子のあとを追う。炭もザルもつづく。
 
 
風呂屋を出る時、番台が風呂代を払えといって追う。
 
 
そこで玉子、 「タマタマきたから、まけろ」 。味噌は、 「月末のみそかに
払う。炭は、 「風呂のすみっこに、プカプカういて だけだ、まけろ」 。ザルも、 「ザルッとしかはいってない、まけろ」 。
 
 
日常生活の身近な物を形容したコトバと 語 合わせを滑稽に語り、
子どもたちを笑いに誘いながら、コトバを伝えて きます。
 
 
一見、ダジャレを言っているようですが、語り手は、日常のコトバ 、
遊びを通して教えているのです。
 
 
民話は、その土地々々の人々の暮らしや生きざまを、色濃く語り伝
ております。
 
 
その民話を、自分自身に聴く耳 持
ったとき、民話を受けとる心が生
まれ、人々の暮らしの姿が見えてくるのではないで ょうか。
 
 
このことは、他の国でも同様でしょう。異文化に触れて、その違いを
認めながらも、共通の実在感を認識しております。
 
 
コトバは、語ることだけでなく、歌うことにも通じております。
 
 
私は、有志と計らって、 「民話と童謡の会」を立ち上げて、語り、歌う
活動を行っています。子どもから大人まで共に語り、共に歌う文化を普遍的に日常化していきたいと考えております。
 
 
更に、コトバ 舞う いう表現の方法もあるでしょう。
 
 
日常のコトバを、人々は様々な表現方法を通じて、自ずから心 聴か
せていくのだと思うのです。
 
 
ききみみ広場の意義は、五年という短い時間ではありましたが、聴く
耳を持たれた多くの聞き手の皆さんに、深く行き届いたことではないでしょうか。
 
 
荻原眞子先生の大いなる事業に、心
から拍手と感謝を申し上げます。
 
